
國學院大學学術情報リポジトリ

菅原道真「喜雨詩」と『漢書』

言語: Japanese

出版者: 

公開日: 2023-02-05

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 波戸岡, 旭, Hatooka, Akira

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.57529/00000225URL



國學院雜誌  第 117 巻第 11 号（2016年） — 426 —

遡
っ
て
貞
観
七
年
の
頃
か
ら
、
お
そ
ら
く
そ
の
大
地
震
の
前
兆
と
も
い
う

べ
き
地
震
が
頻
繁
に
京
の
都
を
は
じ
め
諸
国
に
生
じ
て
お
り
、
加
え
て
大

旱
魃
と
長
雨
と
の
繰
り
返
し
に
よ
っ
て
、
飢
餓
と
疫
病
の
流
行
に
苦
し
ん

で
い
た
時
代
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
貞
観
八
年
は
四
月
・
五
月
と
霖な
が
あ
め雨

が
続
き
、
そ
の
後
は
逆
に

「
天
下
大
い
に
旱
し
て
、
民
の
飢
餓
す
る
も
の
多
か
り
き
」（
六
月
二
十
八

日
の
条
）
と
あ
り
、
七
月
十
六
日
の
条
に
は
、「
五
畿
七
道
を
し
て
、

幣み
て
ぐ
ら

を
国
内
の
諸
神
に
頒わ
か

ち
、
金
剛
般
若
経
を
転
読
せ
し
め
き
」
と
あ
る

の
を
は
じ
め
と
し
て
諸
国
の
神
仏
に
請
雨
祈
願
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、

な
お
飢
饉
は
深
刻
を
極
め
て
ゆ
き
、
貞
観
九
年
二
月
十
七
日
の
条
に
は
、

一
、
前　

言

菅
原
道
真
は
、
貞
観
九
年
（
八
六
七
）、
二
十
三
歳
の
春
に
、
文
章
得

業
生
に
補
さ
れ
、
正
六
位
下
の
位
階
を
授
か
り
、
下
野
権
小
掾
と
い
う
遥

授
の
外
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
頃
、
道
真
は
（
25
）「
喜
雨
詩
」
と
題
す
る
五
言
排
律
の
詩
を
詠

ん
で
い
る
。

貞
観
九
年
と
い
う
年
は
、
陸
奥
国
の
大
震
災
〈
貞
観
十
一
年
（
八
六

九
）
五
月
二
十
六
日
〉
の
二
年
前
で
あ
る
。『
三
代
実
録
』
に
よ
れ
ば
、

菅
原
道
真
「
喜
雨
詩
」
と
『
漢
書
』

波
戸
岡
　
旭
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「
六
十
の
僧
を
紫
宸
殿
に
延ま
ね

き
、
限
る
に
三
日
を
以
て
し
て
大
般
若
経
を

転
読
せ
し
め
き
。
去
年
の
災
旱
を
承
け
て
、
京
邑
飢
ゑ
倹け

わ

し
。
詔
し
て
米

三
百
廿
石
、
籾
二
千
石
。
塩
卅
五
斛
、
新
銭
一
百
貫
を
以
て
、
東
西
の
京

の
乏と

ぼ絶
し
き
人
を
賑し
ん
じ
ゅ
つ恤
し
給
ひ
き
」
と
あ
る
。

道
真
の
こ
の
「
喜
雨
」
の
詩
が
詠
ま
れ
た
月
日
は
正
確
に
は
分
か
ら
な

い
が
、『
三
代
実
録
』
の
貞
観
九
年
四
月
二
十
日
の
条
に
「
廿
日
己
丑
、

大
い
に
雨
ふ
り
き
」
と
あ
り
、
二
日
後
「
廿
二
辛
卯
、
東
西
の
京
に
始
め

て
常
平
所
を
置
き
、
官
米
を
出
し
て
糶う

ら
し
め
き
。
米
一
升
の
直
、
新
銭

八
文
也
。
京
邑
の
人
、
来
た
り
買
ふ
者
、
雲
の
如
く
な
り
き
。」
と
あ
る

記
事
が
、
こ
の
詩
の
詠
ま
れ
た
日
に
最
も
近
い
で
あ
ろ
う
。

前
年
よ
り
続
く
大
旱
魃
の
都
に
お
り
し
も
雨
が
降
っ
た
の
で
、
遥
任
と

は
い
え
初
め
て
官
途
に
就
い
た
道
真
は
、
新
進
官
僚
と
し
て
の
気
概
を
込

め
て
、
そ
の
慈
雨
を
喜
び
、
豊
作
の
秋
を
予
祝
す
る
と
い
う
主
旨
の
「
喜

雨
詩
」
を
詠
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

な
お
、
こ
の
詩
の
題
注
に
は
、「
龍
を
以
て
韻
と
為
す
。
八
十
字
を
限

る
。
句
毎
に
漢
代
の
良
吏
の
名
を
用
ゐ
る
」
と
あ
る
よ
う
に
、
詩
の
毎
句

に
漢
代
の
良
吏
の
「
名
」
を
折
り
込
ん
で
い
る
。
八
韻
の
排
律
の
詩
で
あ

る
か
ら
十
六
人
の
官
吏
名
を
連
ね
て
い
る
。

詩
に
物
名
を
折
り
込
む
の
は
、
詩
作
上
の
修
辞
技
巧
の
ひ
と
つ
で
あ
る

が
、
漢
代
の
良
吏
の
名
を
用
い
た
の
は
、『
漢
書
』『
後
漢
書
』
を
家
学
と

す
る
菅
原
道
真
な
ら
で
は
の
こ
と
で
あ
り
、
文
章
得
業
生
道
真
の
熟
達
し

た
学
識
と
豊
か
な
詩
才
が
見
て
取
れ
る
力
作
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く

こ
の
十
六
名
の
良
吏
は
、
み
な
智
・
信
・
仁
・
勇
・
厳
な
ど
の
徳
を
備

え
、
激
越
な
逆
境
に
め
げ
ず
、
壮
大
な
気
概
を
も
っ
て
信
義
忠
誠
を
貫
い

た
稀
代
の
良
吏
た
ち
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
喜
雨
詩
」
は
、

「
喜
雨
」
の
詩
題
を
詠
む
と
と
も
に
、
中
国
の
聖
代
漢
王
朝
の
良
吏
名
を

折
り
込
む
詠
法
を
用
い
て
、
彼
ら
良
吏
を
理
想
的
官
人
と
称
賛
し
、
道
真

み
ず
か
ら
も
彼
ら
を
目
標
と
す
る
と
い
う
矜
持
を
、
そ
れ
と
な
く
表
明
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

二
、
喜
雨
詩
と
『
漢
書
』
―
そ
の
詩
の
主
題
―

以
下
に
、「
喜
雨
詩
」
を
掲
げ
、
併
せ
て
、
各
詩
句
の
漢
代
の
良
吏
名

と
そ
の
典
拠
の
『
漢
書
』
巻
数
及
び
関
連
す
る
『
蒙
求
』
の
「
表
題
」
と

を
記
す
。

（
25
） 

喜
雨
詩　

以
龍
為
韻
。
限
八
十
字
。
毎
句
用
漢
代
良
吏
名
。

雨
を
喜
ぶ
詩　

龍
を
以
て
韻
と
為
す
。
八
十
字

を
限
る
。
句
毎
に
漢
代
の
良
吏
の
名
を
用
ゐ
る
。

『
漢
書
』
列
伝
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博
号
霑
千
里 

号
を
博
く
し
て　
千
里
を
霑
し 

・
朱
博
（
巻
83
）

宣
恩
出
九
重 

恩
を
宣
べ
て　
九
重
よ
り
出
づ 

蒒
宣
（
巻
83
）

雨
寛
何
霑
沢 

雨　
寛
に
し
て　
何
ぞ
霑
沢
な
る 

兒
寛
（
巻
58
）

雲
黯
幾
奇
峯 

雲　
黯
く
し
て　
幾
ば
く
の
奇
峯
ぞ 

・
汲
黯
（
巻
50
）

暗
記
年
豊
瑞 
暗
に
記
す 

年
豊
の
瑞
を 

・
諸
葛
豊
（
巻
77
）

先
知
井
邑
雍 
先
づ
知
る 

井
邑
の
雍
ぎ
を 

朱
邑
（
巻
89
）

令
辰
成
徳
政 

令
辰 
徳
政
を
成
さ
ば 

王
城
（
巻
89
）

旁
午
育
耕
農 

旁
午 

耕
農
を
育
ま
む 

・
蕭
育
（
巻
78
）

歩
武
甘
膏
満 

歩
武　
甘
膏
と
し
て
満
ち 

・
何
武
（
巻
78
）

含
弘
渙
汗
濃 

含
弘　
渙
汗
と
し
て
濃
し 

・
公
孫
弘
（
巻
58
）  

延
年
秋
可
待 

延
年 

秋　

待
つ
べ
く 

杜
延
年
（
巻
60
）

広
漢
霽
猶
慵 

広
漢 

霽
る
る
こ
と
猶
ほ
慵
し 
・
趙
広
漢
（
巻
76
）

欲
遂
聴
銅
雀 

遂
に
銅
雀
を
聴
か
ん
と
欲
す 
・
龔
遂
（
巻
89
）  

誰
尊
醮
土
龍 

誰
か
土
龍
を
醮
る
を
尊
ば
ん 
・
王
尊
（
巻
76
）  

田
翁
帰
去
処 

田
翁 

帰
り
去
る
処 

尹
翁
帰
（
巻
76
）

佇
立
盛
時
邕 

佇
立
し
て 

時
邕
を
盛
す 

馮
立
（
巻
79
）

 

・
印
の
句
の
人
物
は
『
蒙
求
』
所
載
。
そ
の
標
題
は
、
左
記
の
と

お
り
で
あ
る
。

「
朱
博
鳥
集
」「
汲
黯
開
倉
」「
葛
豊
刺
挙
」「
蕭
朱
結
綬
」「
何
武

去
思
」「
漢
相
東
閤
」「
広
漢
鈎
距
」「
龔
遂
勧
農
」「
王
尊
叱
馭
」

【
口
語
訳
】

慈
雨
は
、
九
重
の
高
い
空
か
ら
大
き
な
音
を
た
て
て
、

千
里
の
彼
方
ま
で
降
り
、
大
地
を
隈
な
く
湿
ら
せ
る
。

広
く
豊
か
に
降
る
雨
は
、
こ
の
上
な
く
あ
り
が
た
い
恵
み
で
あ
り
、

黒
々
と
し
た
雨
雲
は
、
無
数
の
奇
峯
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
雨
は
豊
年
の
瑞
祥
で
あ
り
、

村
々
は
平
穏
に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

こ
の
良
き
年
、
善
政
を
行
な
え
ば
、

し
と
ど
に
降
る
こ
の
慈
雨
が
、
農
耕
を
育
む
で
あ
ろ
う
。

ほ
ん
の
少
し
の
す
き
間
も
な
く
、
慈
雨
は
満
ち
わ
た
り
、

広
大
な
大
地
を
、
ど
こ
ま
で
も
濃
や
か
に
濡
ら
し
て
い
る
。

気
長
に
豊
年
の
秋
を
待
て
ば
よ
く
、

〈
こ
の
雨
が
止
ん
で
〉
大
空
が
晴
れ
上
が
る
こ
と
は
気
が
進
ま
な
い
。

ど
う
か
豊
年
の
し
る
し
の
銅
雀
が
鳴
る
の
を
聞
き
た
い
も
の
だ
。

雨
乞
い
の
た
め
の
土
龍
を
祀
る
こ
と
な
ど
は
ま
っ
た
く
不
要
で
あ

る
。

老
農
夫
が
田
ん
ぼ
か
ら
帰
る
と
き
、

畦
に
佇
ん
で
世
の
太
平
を
よ
ろ
こ
ぶ
。

詩
形
は
、
五
言
排
律
で
、
掉
尾
の
十
五
・
十
六
句
以
外
は
す
べ
て
対
句
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仕
立
で
あ
る
。
毎
句
に
用
い
て
い
る
漢
代
の
良
吏
名
か
ら
の
一
字
乃
至
二

字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
対
句
内
の
対
比
す
る
位
置
に
措
か
れ
て
い
る
。
た
だ

し
そ
れ
は
、
た
だ
そ
の
文
字
の
本
来
の
語
義
を
使
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ

て
、
個
々
の
良
吏
た
ち
の
功
績
や
故
事
な
ど
に
関
連
さ
せ
よ
う
と
し
た
表

現
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
。

詩
の
内
容
は
、
本
降
り
と
な
っ
た
雨
を
秋
の
豊
作
の
瑞
兆
の
慈
雨
で
あ

る
と
喜
び
、
今
の
こ
の
聖
代
に
こ
そ
官
僚
と
し
て
善
政
を
施
し
、
農
民
と

共
に
泰
平
の
世
の
繁
栄
を
寿
ぎ
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

詩
の
構
造
は
、
前
段
・
後
段
八
句
ず
つ
の
二
段
構
成
と
み
る
こ
と
が
で

き
る
。
詩
中
に
下
線
で
示
し
た
と
お
り
、
前
段
の
は
じ
め
の
四
句
と
後
段

の
は
じ
め
の
二
句
と
に
雨
天
の
時
空
と
降
雨
の
様
子
を
感
覚
的
且
つ
能
動

的
に
描
述
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
慈
雨
の
描
述
に
続
け
て
、
雨
は
豊
年
の

瑞
兆
と
説
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
徳
政
」
と
か
「
育
耕
農
」
と
か
の

語
が
示
す
と
お
り
、
道
真
自
身
の
官
僚
的
・
為
政
者
的
立
場
か
ら
見
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

後
半
八
句
中
に
は
、
豊
作
に
ち
な
む
「
銅
雀
」
の
故
事
及
び
祈
雨
行
事

の
祭
具
の
一
つ
「
土
龍
」
の
典
故
を
用
い
て
い
る
。「
銅
雀
」
の
故
事
は
、

『
三
輔
黄
図
』
に
「
古
歌
に
云
は
く
、
長
安
城
の
西
に
双
闕
有
り
、
上
に

双
べ
る
銅
雀
有
り
。
一
喝
す
れ
ば
、
五
穀
成
り
、
再
喝
す
れ
ば
熟
す
と
言

う
」
と
あ
り
、
ま
た
唐
の
劉
禹
錫
の
詩
に
も
「
長
安
に
銅
雀
鳴
れ
ば　

秋

稼
雲
と
共
に
平
ら
か
な
り
」
と
あ
る
。
ま
た
、
祈
雨
行
事
の
祭
具
の
一
つ

で
あ
る
「
土
龍
」
は
、『
淮
南
子
』「
説
山
訓
」
に
「
土
竜
を
為つ
く

り
て
、
以

て
雨
ふ
る
を
求
む
」
と
あ
る
の
に
拠
る
。
そ
し
て
、
白
居
易
の
「
賀
雨
」

詩
に
見
え
る
「
時
邕
」
の
語
を
詩
の
最
後
尾
に
用
い
て
い
る
。

詩
の
結
び
は
、
自
身
の
感
懐
を
直
截
に
述
べ
る
の
で
は
な
く
、「
田
翁

帰
り
去
る
処　

佇
立
し
て 

時
邕
を
盛
す
」
と
、
豊
年
泰
平
の
世
を
歓
ぶ

老
農
夫
を
描
い
て
印
象
的
で
あ
る
。
農
耕
社
会
を
司
る
官
吏
と
し
て
の
心

構
え
と
、
四
民
の
喜
び
、
農
民
の
喜
び
を
共
に
悦
ぶ
と
こ
ろ
に
こ
の
詩
の

特
長
が
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
白
楽
天
の
「
賀
雨
」
詩

は
、
五
言
の
古
調
詩
の
三
十
二
韻
と
い
う
長
篇
で
、
輸
林
学
士
と
い
う
立

場
か
ら
憲
宗
皇
帝
の
修
省
し
徳
政
を
施
し
た
こ
と
の
お
蔭
に
よ
っ
て
雨
が

降
り
豊
年
と
な
っ
た
こ
と
を
詠
み
、
皇
帝
の
善
政
を
慶
賀
し
、
さ
ら
な
る

善
政
を
維
持
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
諷
諭
を
込
め
た
主
旨
の
も
の
で

あ
っ
て
、
道
真
の
こ
の
「
喜
雨
詩
」
は
、
白
楽
天
の
「
賀
雨
」
詩
か
ら
の

直
接
の
影
響
は
享
け
て
い
な
い
。

な
お
、
四
月
二
十
日
以
降
は
、
し
ば
し
ば
大
雨
・
雷
雨
・
洪
水
な
ど
が

あ
り
、
四
月
二
十
八
日
・
五
月
四
日
・
五
月
二
十
九
日
・
八
月
三
十
日
・

九
月
十
四
日
の
条
に
そ
の
記
事
が
載
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
年
十
一
月
十

三
日
の
条
に
は
、「
今
秋
、
頗
る
年み
の
り

有
り
た
り
」
と
の
記
事
が
載
っ
て
い

る
。
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三
、
菅
家
と
『
漢
書
』『
後
漢
書
』

と
こ
ろ
で
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
紀
伝
道
の
学
の
領
袖
で
あ
る
菅

家
に
お
い
て
三
史
（『
史
記
』『
漢
書
』『
後
漢
書
』）
は
、
家
学
と
称
す
べ

き
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
つ
い
て
、
道
真
は
、
二
十
歳
の
時
、
す
な
わ
ち
貞
観
六
年
（
八

六
四
）
八
月
に
、「
八
月
十
五
夜
、
厳
閤
尚
書
、
授
後
漢
書
畢
。
各
詠
史
、

得
黄
憲
（
八
月
十
五
夜
、
厳
閤
尚
書
、
後
漢
書
を
授
け
畢
ん
ぬ
。
各
史
を

詠
じ
て
、
黄
憲
を
得
た
り
）」
と
い
う
詩
序
と
七
言
律
詩
と
を
表
わ
し
て

い
る
。
そ
の
詩
序
に
、
以
下
に
見
る
ご
と
く
道
真
自
身
の
史
書
に
関
す
る

見
解
を
披
歴
し
て
い
る
。

こ
の
詩
序
お
よ
び
律
詩
は
、
父
是
善
が
、
天
安
元
年
（
八
五
七
）
二
月

に
、
御
書
所
に
お
い
て
紀
伝
道
の
学
生
た
ち
に
対
し
て
『
後
漢
書
』
を
講

義
し
始
め
て
、
七
年
後
の
こ
の
年
に
講
義
し
終
え
た
。
そ
の
「
竟
宴
」
の

時
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
道
真
は
、
こ
の
二
年
前
に
す
で
に
文
章
生

に
及
第
し
て
お
り
、
受
講
生
を
代
表
し
て
「
詩
序
」
を
著
わ
し
た
の
で
あ

ろ
う
。

以
下
は
「
詩
序
」
か
ら
の
抜
粋
で
あ
る
。

　
　
　

―
―
（
前　

略
）
―
―

堯
舜
盛
ん
な
れ
ば
、
尚
書
に
隆
平
の
典
あ
り
。

周
道
衰
ふ
れ
ば
、
春
秋
に
乱
を
撥お
さ

む
る
法
あ
り
。

司
馬
遷
が
史
記
を
修
め
て
、
君
の
挙
遺の
こ

る
こ
と
な
し
。

班
孟
堅
が
漢
書
を
就な

し
て
、
国
の
経
終
に
建
つ
。

　
　
　

―
―
（
中　

略
）
―
―

順
陽
の
范
蔚
宗
、
紀
伝
を
修
め
て
日
月
を
繋
ぎ
、　　

巨
唐
の
太
子
賢
、
注
解
を
通
じ
て
膏
肓
を
振
ふ
。　
　

南
陽
の
故
事
、
百
代
と
雖
も
知
る
べ
く
、

東
観
の
群
言
、
一
時
の
茂
典
と
成
せ
り
。

易
に
曰
く
、
人
文
を
観
て
、
天
下
を
化
成
す
と
い
ふ
は
、
文
の
謂
な

り
、
と
。

厳
君
斯
文
の
直
筆
を
知
り
、
斯
文
の
良
史
な
る
を
味
は
ひ
、

遂
に
諸
も
ろ
の
生
を
引
き
て
、
芸
閣
に
校
授
す
。

蓋
し
仲
尼
閑
居
し
て
、
曾
子
侍
坐
す
。
道
を
思
ふ
事
、
古
よ
り
存
す
。

　
　
　

―
―
（
下　

略
）
―
―

（（
９
）
八
月
十
五
夜
、
厳
閤
尚
書
、
授
後
漢
書
畢
。
各
詠

史
、
得
黄
憲
）

　
　
　

―
―
（
前　

略
）
―
―

堯
舜
盛
矣
、
尚
書
者
隆
平
之
典
。



菅原道真「喜雨詩」と『漢書』— 431 —

周
道
衰
焉
、
春
秋
者
撥
乱
之
法
。

司
馬
遷
之
修
史
記
、
君
挙
無
遺
。

班
孟
堅
之
就
漢
書
、
国
経
終
建
。

　
　
　

―
―
（
中　

略
）
―
―

順
陽
范
蔚
宗
、
修
紀
伝
而
繋
日
月
、

巨
唐
太
子
賢
、
通
注
解
以
振
膏
肓
。

南
陽
故
事
、
雖
百
代
而
可
知
、

東
観
群
言
、
成
一
時
之
茂
典
。

易
曰
、
観
乎
人
文
、
以
化
成
天
下
者
、
文
之
謂
哉
。

厳
君
知
斯
文
之
直
筆
、
味
斯
文
之
良
史
、

遂
引
諸
生
、
校
授
芸
閣
。

蓋
仲
尼
閑
居
、
曾
子
侍
坐
。
思
道
之
事
、
自
古
存
。

　
　
　

―
―
（
下　

略
）
―
―

【
口
語
訳
】

堯
帝
舜
帝
の
聖
代
は
、『
尚
書
』
と
い
う
に
隆
盛
の
文
典
が
あ
り
、

周
王
室
が
衰
え
る
と
、『
春
秋
』
と
い
う
乱
を
治
め
る
規
範
が
あ
る
。

司
馬
遷
が
『
史
記
』
を
撰
述
し
て
、
代
々
の
帝
王
の
言
動
が
残
ら

ず
記
さ
れ
、
班
固
が
『
漢
書
』
を
撰
述
し
て
、
国
家
を
統
治
す
る
大

綱
を
確
立
し
た
。

　
　
　

―
―
（
中　

略
）
―
―

范
曄
が
、
紀
伝
を
修
め
て
、
年
月
日
の
次
第
に
編
次
し
（『
後
漢

書
』）、
唐
の
章
懐
太
子
賢
は
、
諸
儒
と
『
後
漢
書
』
を
注
解
し
て
、

奥
義
の
難
義
を
解
明
し
た
。

（
こ
の
書
に
よ
っ
て
）
後
漢
の
歴
史
は
、
百
代
経
っ
て
も
知
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
と
な
り
、『
東
観
漢
記
』（『
後
漢
書
』
の
別
称
）

は
、
一
代
の
大
典
と
な
っ
た
。

『
易
経
』「
彖
」
に
曰
く
、「
人
の
世
の
文
化
を
観
て
、
天
下
を
治

め
る
と
い
う
の
は
、
こ
の
よ
う
な
書
物
を
い
う
の
で
あ
る
」
と
。

厳
父
是
善
は
、
こ
の
『
後
漢
書
』
の
記
述
が
厳
正
で
あ
り
、
す
ぐ

れ
た
歴
史
書
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
て
、
そ
こ
で
、
紀
伝
の
学

生
た
ち
を
招
集
し
て
、
御
書
所
に
お
い
て
、
校
定
し
講
義
し
た
の
で

あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
孔
子
が
閑
居
し
て
い
た
と
き
、
曾
子
は
侍
坐
し
て
、
先

王
の
道
に
つ
い
て
教
わ
り
、
孝
は
徳
の
根
源
で
あ
る
こ
と
を
教
わ
っ

た
。
そ
の
よ
う
に
師
に
侍
坐
し
て
人
の
世
の
道
を
深
慮
す
る
こ
と

は
、
い
に
し
え
よ
り
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。　

　
　
　

―
―
（
下　

略
）
―
―

右
の
よ
う
に
、『
尚
書
』『
春
秋
』『
史
記
』『
漢
書
』
そ
れ
ぞ
れ
の
史
書

の
特
質
と
、
お
よ
び
と
り
わ
け
『
後
漢
書
』
が
優
れ
た
史
書
で
あ
る
こ
と
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を
、
簡
潔
に
解
き
明
か
し
て
い
る
。

な
お
、『
菅
家
文
草
』
に
は
、（
63
）「
漢
書
竟
宴
、
詠
史
得
、
司
馬
遷
」

（
貞
観
十
三
年
〈
八
七
一
〉
二
十
七
歳
）、（
91
）「
後
漢
書
竟
宴
、
各
詠
史
、

得
光
武
」（
元
慶
五
年
〈
八
八
一
〉
三
十
七
歳
）
が
載
る
。
更
に
、
概
し

て
道
真
詩
に
は
、
三
史
を
典
拠
と
す
る
語
彙
の
多
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。

四
、
讃
岐
守
時
代
の
「
祭
城
山
神
文
」
と
「
喜
雨
」
詩

道
真
の
「
喜
雨
」
詩
は
、
他
に
『
菅
家
文
草
』
中
に
も
う
一
首
あ
る
。

仁
和
四
年
（
八
八
八
）、
道
真
四
十
四
歳
の
時
の
作
で
あ
る
。
讃
岐
守

三
年
目
の
年
に
あ
た
る
が
、
当
時
、
任
国
讃
岐
の
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
、

「
今
茲
春
よ
り
雨
ふ
ら
ず
、
夏
に
入
り
て
雲
な
し
。
池
底
に
塵
生
じ
、
蓮

根
気
死
す
。
天
と
人
と
失あ
や
ま

ち
、
心
と
事
と
違
ふ
。
仏
力
の
至
ら
ず
に
非

ず
。
蓋
し
人
心
の
信
あ
ら
ざ
る
な
ら
ん
。
聊
か
文
章
を
叙
し
て
、
便
ち
嗟

嘆
す
」（「
国
分
蓮
池
の
詩
」
題
文
）
と
憂
慮
す
る
文
を
叙
し
、
七
言
排
律

二
十
四
韻
の
長
篇
の
詩
を
詠
ん
で
、
国
内
二
十
八
寺
に
修
法
し
て
仏
恩
を

請
う
て
お
り
、
さ
ら
に
、
五
月
六
日
、
官
衙
の
西
側
の
城き
や
ま山
山
麓
の
城
山

神
社
に
お
い
て
、
祭
文
（「
祭
城
山
神
文
」）
を
書
き
雨
乞
い
の
祈
願
を
し

て
い
る
。

そ
の
「
祭
城
山
神
文
」
の
全
文
と
そ
の
構
成
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

①
祈
祷
の
年
月
日
・
祭
主

維
れ
仁
和
四
年
、
歳
戊
申
に
次や
ど

る
。
五
月
癸
巳
朔
、
六
日
戊
戌
、

守
正
五
位
下
菅
原
朝
臣
某
、
酒
果
香
幣
を
以
て
、
敬
つ
て
城
山
の

神
を
祭
る
。

②
国
内
旱
魃
の
惨
状
の
叙
述

四
月
以
降
、
旬
に
渡
渉
り
て
雨
少
な
く
、
吏
民
の
困
し
み
、
苗
種

も
田
う
ゑ
ら
れ

ず
。

③
祈
雨
の
呪
事
効
無
く
、
悲
憤

某
、
忽
ち
に
三
亀
解
き
、
試
み
に
五
馬
親
う
つ
く
し

ぶ
。
憂
を
分
か
た
ん

こ
と
任
在
り
、
憤
を
結
ぶ
こ
と
惟
れ
悲
し
。
嗟あ

あ虖
、
命
の
数さ
ち
な
き奇

、

此
の
愆
あ
や
ま
れ
る
つ
い
で
序
に
逢
へ
り
。

④
国
守
と
し
て
の
不
徳
を
慨
嘆
、
自
省
・
自
戒
の
意
を
込
め
る
。

政
の
良
か
ら
ず
し
て
、
感
（
神
仏
の
感
応
）
の
徹
る
こ
と
な
き

か
。

⑤
神
霊
の
讃
美

伏
し
て
惟
お
も
ん
み

れ
ば
、
境
内
山
多
く
し
て
、
茲
の
山
の
み
独
り
峻さ
が

し
。
城
中
数
社
に
し
て
、
茲
の
社
尤
も
霊
あ
り
。
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⑥
祈
祷
の
意
図

是
に
吉
日
良
辰
を
用
て
、
祷
り
請
ひ
昭
ら
か
に
告
ぐ
。
誠
の
至
り

な
り
。
神
其
れ

察
つ
ま
び
ら
か
に

せ
よ
。

⑦
祈
願
成
就
の
場
合
の
神
へ
の
奉
礼

八
十
九
郷
、
二
十
万
口
の
若
き
、
一
郷
も
損
す
る
无
く
、
一
口
も

愁
ふ
る
こ
と
无
か
ら
ま
せ
ば
、
敢
て
蘋
藻
清
明
に
し
、
玉
幣
重
畳

し
て
、
以
て
応
験
に
賽
し
て
、
以
て
威
稜
を
飾
ら
ざ
ら
ん
や
。

⑧
祈
願
不
成
就
の
場
合
の
神
へ
の
威
嚇

若
し
甘
澍
饒ゆ
た
か

な
ら
ず
、
旱
雲
結
ぼ
る
る
如
く
あ
ら
ま
せ
ば
、
神

の
霊
、
見
る
所
无
く
、
人
の
望
遂
に
従
は
ざ
ら
ん
。
斯
れ
乃
ち
神

を
し
て
光
り
无
か
ら
し
め
、
人
を
し
て
怨
み
有
ら
し
む
る
な
り
。

人
神
共
に
失
ひ
て
、
礼
祭
或
は
疎
お
ろ
そ
か

に
な
り
な
ん
。

⑨
祈
祷
の
結
び

神
、
其
れ
裁こ
と
わ

れ
。

尚
こ
ひ
ね
が
は
く

は
饗う
け

よ
。

こ
の
祭
文
は
、
百
十
五
字
ほ
ど
の
短
文
で
あ
る
が
、
神
を
な
だ
め
た

り
、
威
嚇
し
た
り
し
て
冥
助
を
請
う
発
想
は
、『
詩
経
』「
雲
漢
」
以
来
の

古
代
中
国
の
祷
祝
文
に
み
え
る
典
型
的
な
発
想
に
拠
る
も
の
だ
が
、
国
守

と
し
て
、
不
運
に
遭
遇
す
る
不
幸
を
嘆
き
、
己
の
政
治
の
悪
し
き
ゆ
え
か

と
問
い
か
け
、
城
山
神
の
霊
威
を
称
揚
し
、
祈
願
成
就
の
場
合
の
奉
礼
の

誓
約
を
し
、
最
後
に
神
霊
を
威
嚇
し
て
祈
願
成
就
を
懇
願
す
る
の
で
あ

る
。
国
守
と
し
て
「
讃
岐
国
全
郷
全
戸
全
人
の
愁
い
を
祓
い
た
ま
え
」、

と
祈
願
す
る
。
こ
の
祭
文
は
、
す
べ
て
簡
潔
に
し
て
周
到
な
配
慮
が
な
さ

れ
て
お
り
、
過
剰
な
修
辞
表
現
も
贅
文
も
な
い
、
本
格
の
構
造
に
よ
る
祈

雨
の
祭
文
で
あ
る
。

こ
の
五
月
六
日
の
祈
祷
の
あ
と
、
翌
六
月
に
入
っ
て
長
雨
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
道
真
は
次
の
「
喜
雨
」
の
詩
を
詠
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

（
295
）
喜
雨 

　

雨
を
喜
ぶ

田
夫
何
因
賀
使
君　
　

田
夫 

何
に
因
り
て
か
使
君
を
賀
す

陰
霖
六
月
未
前
聞　
　

陰
霖
六
月 

未
だ
前
に
聞
か
ず

満
衙
僚
吏
雖
多
俸　
　

満
衙
の
僚
吏 

俸 

多
し
と
雖
も

不
若
東
風
一
片
雲　
　

若
か
ず 

東
風
一
片
の
雲
に
は

【
口
語
訳
】

農
夫
た
ち
は
な
ん
の
た
め
に
国
守
の
私
を
祝
っ
て
く
れ
る
の
か
。

い
ま
だ
か
つ
て
六
月
に
こ
ん
な
に
長
雨
が
降
っ
た
こ
と
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

国
府
中
の
役
人
た
ち
の
俸
給
が
上
が
る
の
も
う
れ
し
い
だ
ろ
う

が
、
そ
れ
よ
り
も
、
東
風
が
吹
い
て
ひ
と
ひ
ら
の
雲
が
湧
い
て
、
こ

の
よ
う
に
雨
を
も
た
ら
す
喜
び
に
ま
さ
る
も
の
は
な
い
。
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国
司
と
農
民
と
の
間
に
お
い
て
は
「
信
」
の
徳
が
最
も
大
切
で
あ
っ

て
、
こ
の
詩
に
も
道
真
の
農
民
へ
の
思
い
や
り
、
農
事
へ
の
強
い
関
心
ぶ

り
が
窺
え
る
。
な
お
、
転
句
の
「
国
府
中
の
役
人
た
ち
の
俸
給
が
あ
が
る

の
も
う
れ
し
い
だ
ろ
う
が
」
の
句
意
は
、
豊
作
を
予
祝
す
る
軽
快
な
心
持

ち
か
ら
出
た
、
い
さ
さ
か
軽
口
の
ユ
ー
モ
ア
で
あ
り
、「
俸
給
」
の
語
を

持
ち
出
し
て
詠
む
と
こ
ろ
、
こ
こ
に
も
白
居
易
詩
の
影
響
が
読
み
と
れ

る
。

五
、
結　

語

以
上
、
菅
原
道
真
の
喜
雨
詩
二
首
を
巡
っ
て
、
少
壮
官
僚
時
代
と
讃
岐

守
時
代
の
道
真
の
官
僚
と
し
て
の
気
概
と
心
情
と
を
考
察
し
、
併
せ
て
紀

伝
道
の
学
の
根
幹
で
あ
る
史
書
熟
達
の
道
真
像
を
垣
間
見
よ
う
と
試
み

た
。
特
に
、（
25
）「
喜
雨
詩
」
は
、
新
進
官
僚
と
し
て
の
菅
原
道
真
の
、

意
気
軒
昂
た
る
気
概
の
こ
も
っ
た
作
で
あ
り
、（
295
）
の
詩
も
と
も
に
自

戒
の
意
を
も
込
め
た
諷
諭
性
に
富
む
詩
で
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
な

お
、
ち
な
み
に
、
平
安
朝
官
人
た
ち
の
詩
に
お
け
る
諷
諭
性
と
い
う
も
の

は
、
左
拾
遺
時
代
の
白
居
易
の
よ
う
な
他
者
に
向
け
た
政
治
批
判
・
社
会

批
判
を
旨
と
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
自
戒
・
自
省
を
込
め
た
表
現
の
な
か

に
、
他
者
に
対
し
て
も
自
覚
を
促
す
と
い
う
姿
勢
が
読
み
と
れ
る
も
の
が

多
い
の
で
あ
る
。

注拙
稿
「
讃
岐
守
時
代
の
道
真
―
『
讃
州
の
客
意
は
道
を
失
へ
る
を
述
べ
た
る
な
り
』
―
」

（『
宮
廷
詩
人　

菅
原
道
真
』）。

拙
稿
「
菅
原
道
真
「
讃
州
客
中
詩
」
―
「
行
春
詞
」
を
中
心
に
」
―
）（『
奈
良
・
平
安

朝
漢
詩
文
と
中
国
文
学
』）。


